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2024・2025年度教研テーマ

主イエスが住んでおられたからこそ、その働きが可能で
した。
　明治時代初期の群馬県では、新島襄が禁を犯してアメ
リカへ渡り、帰国後安中に戻った際、龍昌寺でキリスト
教講話を行い、彼の滞在は一時的でしたが、多くの人々
がクリスチャンとなりました。この人々が三人の女性た
ちを助け、教会の婦人たちは毎日米を研ぐたびに、一握
りの米を取っておき、それをお金に換え、それを寄付し
たのでした。この活動は「レプタ献金」と呼ばれ、多く
の奇跡的な力が働いて、学園の創立に至ったのです。
　創立当初の中心にいた人々の書簡を見ても、主に心ゆ
すぶられて、心にある信仰を表白し、その文中に「神の
国を実現する」という言葉も見受けられます。この「神
の国」を伝えたいという一人ひとりの熱い祈りと願いが
形となり、キリスト教主義の学校が設立されました。そ
の設立に働いた力は、まさに神の力によるものです。
　「神の国は言葉ではなく力にあるのです。」
　（コリントの信徒への手紙一４章20節）
　主がその計画を持っておられましたし、現在もその計
画は進んでいます。ですから常に私たちは「神の国の実
現」を心にいだきつつ、主の望まれることを示していた
だき、働いてまいりましょう。
� 〈共愛学園　学園長〉

加
盟
校
動
静

　キリスト教学校教育同盟のすべての学校には、それぞ
れの始まりがあります。そして、その始まりは、まず人
の心から始まっています。その人の心の中にキリストが
住み、その平安と喜びがその心を動かしました。キリス
トが住んだということは、聖書が私たちに伝えるイエス
の言葉、「わたしは、平和をあなたがたに残し、わたし
の平和を与える。わたしはこれを、世が与えるように与
えるのではない。心を騒がせるな。おびえるな。」（ヨハ
ネによる福音書14章27節）の通りです。イエス・キリス
トが与える平安を体験したからこそ、この神とつながっ
た、この平安を多くの人にも体験してもらいたいという
願いが生まれ、それを実現すべく多くの人々が祈り、働
きかけ、キリスト教の学校が次々と創立されました。
　私が所属する共愛学園も、三人の若い女性が「女子に
教育を」「キリスト教主義の教育を」「英語の教育を」と
願い立ち上がったことから始まりました。その三人のう
ち、不破キヨ（不破唯次郎牧師の妻）と村山ユキの二人
は神戸女学院の卒業生でした。笹尾ぬいは現在の女子学
院のルーツである原女学校の卒業生でした。この三人の
女性たちが、キリスト教学校を創るために尽力し、つい
に学園が創立されました。彼女たちは、「イエス・キリ
ストを人々に知ってもらいたい、若い魂に伝えたい」と
いう願いから活動していたのです。彼女たちの心の中に

大川　大川　義義
ただしただし

創立者たちの心に創立者たちの心に
思いを寄せて思いを寄せて

神の国は、神の国は、
聖霊によって与えられる聖霊によって与えられる
義と平和と喜び義と平和と喜び

（ローマの信徒への手紙14章17節）（ローマの信徒への手紙14章17節）

第第
6666
回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会

1111
月
１
日（
金
）

月
１
日（
金
）

２
日（
土
）

２
日（
土
）
（
学
）啓
明
学
院
で
開
催

　
第
66
回
学
校
代
表
者
協
議

会
が
11
月
１
日
（
金
）
17
時

４０
分
～
19
時
45
分
、
２
日

（
土
）
９
時
30
分
～
16
時
30

分
、
啓
明
学
院
（
神
戸
市
須

磨
区
）
の
ラ
ン
バ
ス
チ
ャ
ペ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
協
議
会
は
、
各
加
盟
学

校
法
人
の
教
学
・
経
営
に
責

任
を
持
つ
方
々
が
情
報
を
共

有
し
、
学
校
運
営
を
具
体
的

に
協
議
、
新
し
い
方
向
性
を

見
出
す
た
め
の
会
議
で
す
。

　
今
回
の
主
題
は
「
新
た
な

時
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
使
命
と
連
帯
―
い
の

ち
の
輝
き
と
平
和
を
求
め
て

―
」。
啓
明
学
院
の
院
長
、

中
高
校
長
に
よ
る
同
校
の
歴

史
と
教
育
に
つ
い
て
の
講
演

の
後
、
発
題
で
は
教
育
の
新

た
な
取
組
み
を
開
始
し
た
２

校
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
基
に
各
法
人
を
代
表

す
る
方
々
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ

ー
ム
ズ
へ
の
入
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
開
催

要
項
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
ま
た

は
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
（「
教
職

員
の
方
」
→
「
同
盟
事
務

局
」
→
「
学
校
代
表
者
協
議

会
」）
に
あ
る
リ
ン
ク
よ
り

お
入
り
く
だ
さ
い
。
申
込
締

切
は
10
月
16
日
（
水
）。

〔
会
場
校
紹
介
〕

啓
明
学
院

　
１
８
８
６
年
、
Ｊ
．
Ｗ
．

ラ
ン
バ
ス
、
Ｗ
．
Ｒ
．
ラ
ン

バ
ス
親
子
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
パ
ル
モ
ア
学
院
に
起
源

を
も
つ
。
１
９
２
３
年
、
女

子
部
を
独
立
さ
せ
、
Ｃ
．

Ｇ
．
ハ
ラ
ン
ド
女
史
を
初
代

院
長
と
し
て
パ
ル
モ
ア
女
子

英
学
院
が
誕
生
、
実
用
英
語

を
重
視
し
た
教
育
が
な
さ
れ

た
。
１
９
４
０
年
、「
啓
明

女
学
院
」
と
改
称
。

　
２
０
０
２
年
、
新
し
い
時

代
に
向
け
て
建
学
の
精
神
を

見
つ
め
直
し
、
関
西
学
院
と

の
間
に
教
育
協
定
を
結
び
、

中
学
・
高
校
・
大
学
、
十
年

一
貫
教
育
を
行
う
男
女
共
学

の「
啓
明
学
院
中
学
校
」が
、

２
０
０
５
年
に
「
啓
明
学
院

高
等
学
校
」
が
発
足
。
現
在

１
２
０
０
名
を
越
え
る
生
徒

が
中
学
と
高
校
に
在
籍
。

　
第
66
回
中
高
研
究
集
会
は

「
新
た
な
時
代
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
使
命
と
連

帯
―
い
の
ち
の
輝
き
と
平
和

を
求
め
て
―
」
と
の
主
題
の

も
と
、
８
月
１
日
（
木
）
～

２
日
（
金
）
の
日
程
で
西
南

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
を

当
番
校
と
し
、
福
岡
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度

の
東
北
・
北
海
道
地
区
担
当

の
集
会
と
同
様
に
、
西
南
地

区
第
45
回
中
高
部
会
と
の
合

同
開
催
（
参
加
者
50
名
）
と

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
新
た

に
地
区
恒
例
の
第
74
回
西
南

地
区
夏
期
学
校
・
第
61
回
西

南
地
区
大
学
部
会
と
の
合
同

開
催
と
い
う
性
格
を
持
つ
集

会
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
と

し
て
西
南
学
院
大
学
と
中
高

の
施
設
を
利
用
し
ま
し
た
。

　
樋
口
紀
子
西
南
地
区
代
表

理
事
（
梅
光
学
院
理
事
長
）

の
開
会
挨
拶
の
後
、
青
木
麻

里
子
氏
（
福
岡
女
学
院
宗
教

主
事
）に
よ
っ
て
、イ
ザ
ヤ
書

60
章
１
節
と
エ
フ
ェ
ソ
の
信

徒
へ
の
手
紙
５
章
６
～
10
節

か
ら
「
光
を
放
て
～
暗
闇
の

チ
ョ
ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ
～
」

と
題
す
る
開
会
礼
拝
で
の
奨

励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
同
集
会
（
参
加

者
総
数
101
名
）
の
基
調
講
演

は
、
横
田
法
路
師
（
油
山
シ

ャ
ロ
ー
ム
教
会
牧
師
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
九
州
キ
リ
ス
ト
災
害

支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
に

よ
っ
て
、
両
日
２
回
に
わ
た

り
『
人
は
い
か
に
し
て
成
長

す
る
の
か
』
と
題
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、

横
田
師
は
人
の
成
長
を
促
す

要
素
と
し
て
、「
ア
ガ
ペ
ー

の
愛
」「
真
理
」「
共
同
体
」

「
苦
難
」
の
４
つ
を
挙
げ
、

聖
書
の
み
言
葉
と
ご
自
身
の

体
験
の
中
か
ら
４
要
素
の
働

き
と
意
味
、
ま
た
相
互
の
関

係
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
簡

明
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
と
い
う
共
同
体

の
中
で
、
生
徒
と
教
職
員
が

何
を
き
っ
か
け
に
成
長
し
て

い
く
の
か
を
考
え
る
深
い
学

び
の
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
大
学
部
会

と
中
高
部
会
に
分
か
れ
、
分

団
討
議
Ⅰ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
高
部
会
の
冒
頭
で
、

中
高
に
特
化
し
た
事
例
報
告

と
し
て
、「
探
求
学
習
」
の

取
組
み
に
つ
い
て
、
伏
貫
恭

子
氏
（
西
南
学
院
中
高
総
合

的
探
求
委
員
長
）
に
よ
る
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
約
10
名
で
構
成
す
る
５

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
探
求
学
習
、
講
演
の
感

想
、
各
学
校
の
課
題
な
ど
を

テ
ー
マ
に
自
由
に
話
し
合
い

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
会
場
を
近
く

の
ホ
テ
ル
に
移
し
て
、
黒
木

佐
幸
氏
（
西
南
学
院
小
学
校

校
長
）
の
司
会
で
情
報
交
換

会
が
開
か
れ
、
北
は
仙
台
か

ら
南
は
熊
本
ま
で
の
参
加
者

の
紹
介
と
各
校
の
近
況
報
告

が
な
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
西
南
学
院
中

高
の
チ
ャ
ペ
ル
で
の
朝
礼
拝

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
奨
励

は
三
上
梓
氏
（
西
南
学
院
中

高
宗
教
主
任
）
に
よ
り
、
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書
28
章
１

～
10
節
か
ら
「
お
は
よ
う
」

と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
礼
拝
の
後
、
記
念
写
真
撮

影
を
行
い
、
横
田
師
に
よ
る

第
２
回
目
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
特
に
映
像
に
よ
る

九
州
キ
リ
ス
ト
災
害
支
援
セ

ン
タ
ー
の
働
き
の
紹
介
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
西
南

学
院
中
高
の
施
設
見
学
が
、

中
高
生
徒
会
に
よ
る
案
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
を
挟
ん
で
、
前
日
と

同
様
に
部
会
ご
と
の
分
団
討

議
Ⅱ
が
行
わ
れ
、
第
２
回
目

の
講
演
を
聞
い
た
感
想
や
各

校
の
課
題
に
関
す
る
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
中
高
部
会
・
大
学
部
会

合
同
で
の
全
体
協
議
の
時
を

持
ち
、
Ａ
～
Ｊ
の
各
分
団
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
閉
会
礼
拝
で
は
、
宮
崎

隆
一
氏
（
西
南
学
院
理
事

長
）
が
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
12

章
１
節
か
ら
「
青
春
の
日
々

に
こ
そ
」
と
題
す
る
奨
励
が

行
わ
れ
、
樋
口
紀
子
氏
の
閉

会
挨
拶
を
も
っ
て
研
究
集
会

は
感
謝
の
う
ち
に
閉
幕
と
な

り
ま
し
た
。�

早
川 

寛

〈
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
〉

名
古
屋
学
院
大
学

　
因
田
義
男
氏
が
８
月
２
日

付
け
で
理
事
長
を
退
任
、
８

月
３
日
付
け
で
西
中
利
也
氏

が
後
任
に
就
任
。

樋
口
紀
子
氏
　

生
徒
た
ち
が
施
設
を
案
内

２
０
２
４
年

２
０
２
４
年  

夏
の
研
修
会
報
告

夏
の
研
修
会
報
告

西南地区研修会（第74回夏期学校・西南地区研修会（第74回夏期学校・
　第45回中高部会・第61回大学部会）合同開催　第45回中高部会・第61回大学部会）合同開催

第66回中高研究集会第66回中高研究集会
開催報告開催報告

研修案内《申込み締切日が近づいています》
第10回キリスト教看護教育推進会議
日程＝11月9日（土）　締切＝10月18日（金）
会場＝活水女子大学看護学部
＊教育同盟HP「教職員の方へ」→「同盟
事務局」→「各集会案内・連絡事項」で要
項をダウンロード、申込み用フォーマット
にも入れます。

　
８
月
１
日
に
は
中
高
研

究
集
会
に
先
立
ち
、
午
前

中
に
西
南
地
区
新
任
教
師

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
開
会

挨
拶
と
開
会
礼
拝
に
続

き
、
演
題
「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
勤
め
る
と
い
う
こ

と
―
建
学
の
精
神
か
ら
の

考
察
―
」
と
し
て
、
西
南

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

の
早
川
寛
校
長
に
よ
る
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
西
南
地
区
の
9
法
人
か

ら
59
名
が
参
加
。
共
に
講

演
を
聴
き
、
建
学
の
精
神

が
今
も
確
実
に
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
教
育
の
根
幹
に

据
え
ら
れ
、
証
し
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

横田法路氏による講演

西南学院中学校・高等学校チャペルにて

西
南
地
区

西
南
地
区

第第
6464
回
新
任
教
師

回
新
任
教
師

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン



（2）（777号）（月刊）（第三種郵便物認可）2024年10月15日（火） キ リ ス ト 教 学 校 教 育

公
　
募

　
７
月
29
日
（
月
）
〜
31
日

（
水
）、
同
志
社
大
学
同
志

社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
・
講
師
・
ス

タ
ッ
フ
は
計
23
名
。

　
主
題
は
「
新
た
な
時
代
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

使
命
と
連
帯
―
い
の
ち
の
輝

き
と
平
和
を
求
め
て
―
」
と

し
、
発
題
を
中
島
昭
子
先
生

（
捜
真
学
院
学
院
長
）、
礼

拝
は
小
島
慈
美
先
生
（
捜
真

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
）
が

担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
先
生
は
、
初
日
午
後

と
２
日
目
午
前
の
２
回
、
各

90
分
に
分
け
て
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
に
本
当
に
大
切
な
も

の
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
も

の
は
何
か
と
の
根
源
的
な
問

い
か
け
を
さ
れ
ま
し
た
。
先

生
ご
自
身
の
教
員
生
活
等
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
に
あ
る
価
値
観
や

教
師
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
そ

の
意
味
を
振
り
返
る
重
要
性

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

が
目
指
す
べ
き
も
の
、
生
徒

に
寄
り
添
え
る
教
師
で
あ
っ

た
か
、
愛
が
あ
っ
た
の
か

等
、
聖
書
の
言
葉
を
引
用
し

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
じ
わ
じ

わ
と
心
の
奥
底
に
届
く
よ
う

に
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
が
生
徒
に
関
わ
る
こ
と

の
喜
び
や
難
し
さ
等
を
ご
自

身
の
失
敗
も
含
め
て
率
直
に

語
ら
れ
、
参
加
者
は
頷
き
な

が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
中

堅
教
員
は
多
忙
で
ゆ
っ
く
り

考
え
る
こ
と
や
振
り
返
る
時

さ
え
十
分
に
持
て
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
自
分
を
空
っ
ぽ

に
し
て
見
つ
め
直
す
重
要
性

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
は
沈
黙
の
時
間

を
各
１
時
間
程
度
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
各
自
、
黙

想
し
自
己
を
振
り
返
る
時
間

は
好
評
で
し
た
。

　
牧
師
の
小
野
先
生
は
、
期

間
中
４
回
の
礼
拝
を
通
じ
て

聖
書
の
言
葉
を
わ
か
り
や
す

く
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
初
日
夕
礼
拝
は

ブ
ド
ウ
園
の
譬
え
か
ら
「
有

用
性
の
価
値
」と「
存
在
性
の

価
値
」に
つ
い
て
語
り
、私
た

ち
の
両
手
に
神
様
か
ら
等
し

く
１
デ
ナ
リ
オ
ン
を
預
か
っ

て
い
る
こ
と
等
、
各
礼
拝
が

と
て
も
豊
か
で
慰
め
に
満
ち

た
素
敵
な
時
間
で
し
た
。
私

た
ち
の
手
本

は
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
で

あ
り
児
童
生

徒
の
手
本
は

教
師
で
す
。

す
ぐ
答
え
を

見
つ
け
ず
に

神
様
に
委
ね

る
「
希
望
」

の
大
切
さ
に

も
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

　
あ
る
参
加

者
は
「
奉
職

し
て
こ
れ
ま

で
20
数
年
間
、
余
裕
無
く
無

我
夢
中
で
走
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
３
日
間
で
心
身
共

に
解
放
さ
れ
『
人
生
の
途
中

下
車
』
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」
と
笑
顔
で
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
リ
ト
リ
ー
ト
と
は
「
休
養

・
静
養
」
の
意
味
が
あ
り
ま

す
。
教
師
と
し
て
生
か
さ
れ

今
後
の
教
員
生
活
を
考
え
る

上
で
も
と
て
も
重
要
な
機
会

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
同
志
社
大
学
の
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

�

清
水
広
幸

〈
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
副
校
長
〉

　
８
月
１
日
（
木
）
～
３
日

（
土
）、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘

を
会
場
に
行
わ
れ
た
関
東
地

区
第
66
回
新
任
教
員
研
修
会

に
は
48
名
の
参
加
者
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
開
会
礼
拝
で
は
大
橋
邦
一

委
員
（
静
岡
英
和
女
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
）
が
「
私

た
ち
は
す
ぐ
に
答
え
を
求
め

よ
う
と
す
る
が
、
聖
書
に
は

答
え
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

自
分
で
気
づ
く
か
ど
う
か
が

問
わ
れ
続
け
て
い
る
。」
と

「
よ
き
サ
マ
リ
ア
人
」
を
テ

キ
ス
ト
に
話
さ
れ
、
研
修
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
清
水
広
幸
委
員
（
聖
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
）
に
よ

る
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
交
流

し
た
後
は
、
前
横
浜
英
和
学

院
学
院
長
・
磯
貝
曉
成
先
生

に
よ
る
主
題
講
演
。「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
に
勤
め
る
と
い

う
こ
と
と
は
―
見
え
る
も
の

と
見
え
な
い
も
の
、
外
な
る

人
と
内
な
る
人
―
」
を
テ
ー

マ
に
、「
人
生
の
始
ま
り
は

一
対
一
で
目
の
前
に
い
る
生

徒
と
向
き
合
う
こ
と
」「『
あ

な
た
は
誰
』
と
問
わ
れ
た
と

き
に
ど
う
答
え
る
の
か
」

「
自
分
の
居
場
所
を
自
分
で

作
り
出
す
た
め
の
祈
り
」
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
話
題
を
大

変
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
朝
拝
は
久
保
哲

哉
チ
ャ
プ
レ
ン
（
聖
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
）
が
「
聖

書
で
は
人
生
と
い
う
『
競

走
』
を
最
後
ま
で
走
れ
る
よ

う
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

が
共
に
い
て
く
だ
さ
る
と
伝

え
て
い
る
。
こ
れ
を
伝
え
る

の
が
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
発
題
の
時
間
で
は
、

五
所
美
穂
先
生
（
玉
川
聖
学

院
中
等
部
・
高
等
部
）
か
ら

は
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
は

ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
教
員

が
必
要
で
、
異
な
る
立
場
の

教
員
が
い
る
か
ら
こ
そ
組
織

と
し
て
成
長
す
る
」
と
、
ま

た
吉
川
貴
絵
先
生
（
立
教
女

学
院
小
学
校
）
か
ら
は
「
ゆ

る
す
と
は
、
そ
の
人
を
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
。
祈

り
は
毎
日
人

の
た
め
に
使

え
る
時
間
の

こ
と
。」
と

伺
い
ま
し

た
。
新
任
の

先
生
方
に
と

っ
て
身
近
な

お
話
で
、
分

団
協
議
で
も

多
く
話
題
に

な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
キ
リ
ス

ト
教
Ｑ
＆

Ａ
」
で
は
、

大
橋
委
員
と
伊
藤
多
香
子
委

員
（
関
東
学
院
六
浦
中
学
校

・
高
等
学
校
）
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
が
期
待
す
る
人

間
像
と
「
道
徳
教
育
」
と
の

違
い
は
何
か
な
ど
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
三
日
目
の
朝
拝
は
大
西
哲

也
校
長
（
明
治
学
院
中
学
校

・
東
村
山
高
等
学
校
）
の
担

当
で
、「
醤
油
づ
く
り
」
を

例
に
、「
蔵
」
に
染
み
付
い

て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

独
特
の
風
味
を
、
教
員
が

「
櫂か

い

入
れ
」
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
キ
リ
ス

ト
の
香
り
を
放
っ
て
い
く
と

語
り
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
の
分
団
協
議
の

報
告
後
、
伊
藤
委
員
に
よ
る

閉
会
礼
拝
で
「
本
当
の
自
由

を
与
え
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト

教
学
校
は
建
て
ら
れ
て
い

る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

き
、
三
日
間
の
研
修
が
終
了

し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
先
生
方
の
前
向

き
で
創
造
的
な
パ
ワ
ー
に
、

実
行
委
員
も
と
て
も
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。
恵
み
豊
か
な
研

修
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。

�

島
名
恭
子

〈
捜
真
女
学
校
中
学
部
・
高

等
学
部
校
長
、
新
任
教
員
研

修
会
実
行
委
員
〉

◇　
◇　
◇　
◇

〔
参
加
者
の
声
か
ら
〕

〇
３
日
間
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
働
く
教
員
の
皆
様
と
い

ろ
い
ろ
な
形
で
交
流
を
も
ち

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
特
に

閉
会
礼
拝
の
「
好
き
に
な
る

こ
と
は
で
き
な
く
て
も
愛
す

る
こ
と
は
で
き
る
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
好
き
の
上
位
の
概
念
と

し
て
愛
す
る
が
来
る
よ
う
に

考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
相
手
を
あ
り
の
ま
ま

に
受
け
入
れ
て
無
視
し
な
い

こ
と
が
愛
す
る
こ
と
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
思
い
な
が

ら
、
苦
手
だ
と
感
じ
る
人
々

を
愛
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
研
修
が
終
わ
っ
て
も

定
期
的
に
今
回
の
分
団
協
議

や
講
演
の
メ
モ
を
読
み
返

し
、
今
感
じ
た
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
。

安
川
元
啓
〈
青
山
学
院
横
浜

英
和
中
学
高
等
学
校
〉

　
第
66
回
夏
期
研
修
会
が
、

８
月
７
日
（
水
）
～
８
日

（
木
）
の
日
程
で
同
志
社
大

学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
、
事
務
局
を
含
め

て
31
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

例
年
よ
り
若
干
少
な
い
参
加

数
で
し
た
。

　
研
修
会
は
、
頌
栄
保
育
学

院
理
事
長
・
院
長
の
相
澤
弘

典
実
行
委
員
長
の
「
網
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
」
を
題
に

し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
開
会
礼

拝
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
礼

拝
後
、
関
西
地
区
代
理
理
事

を
務
め
る
中
道
基
夫
関
西
学

院
院
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ

り
、
発
題
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
題
は
「
わ
た
し

た
ち
の
取
り
組
み
：
様
々
な

課
題
を
持
つ
学
生
、
生
徒
の

支
援
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

三
つ
の
学
校
か
ら
40
分
ず
つ

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初

は
松
山
学
院
高
等
学
校
の
吉

田
慎
吾
校
長
か
ら
の
発
表
で

し
た
。
吉
田
校
長
は
、
松
山

学
院
に
赴
任
す
る
と
同
時
に

生
徒
の
不
登
校
問
題
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
不

登
校
生
が
入
学
で
き
る
「
Ｎ

ｅ
ｗ
コ
ー
ス
」
を
作
る
こ
と

と
学
校
の
雰
囲
気
と
態
勢
を

一
新
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ

の
改
革
の
成
果
は
早
く
も
現

れ
ま
し
た
。
既
存
の
コ
ー
ス

と
Ｎ
ｅ
ｗ
コ
ー
ス
共
に
入
学

者
は
大
幅
に
増
え
、
ま
た
生

徒
も
教
職
員
も
学
校
を
誇
り

に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
次
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
高

等
学
校
の
小
林
直
樹
校
長
代

理
と
林
貴
子
主
任
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
広
域
通
信
制

の
同
校
は
、
生
徒
の
誰
も
が

安
心
し
て
高
校
生
活
を
送
れ

る
た
め
に
Ｕ
Ｌ
（
学
び
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
と

い
う
体
制
を
も
っ
て
学
生
一

人
ひ
と
り
に
合
理
的
配
慮
を

行
い
、
そ
の
事
例
と
成
果
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
近
江
兄
弟
社
高

等
学
校
の
安
藤
敦
子
副
校
長

と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
野
本
実
希
氏
に
よ

る
発
表
で
し
た
。
お
二
人

は
、
実
に
多
様
な
課
題
と
悩

み
を
抱
え
て
い
る
生
徒
た
ち

を
支
援
す
る
た
め
に
同
校
が

整
え
て
い
る
体
制
と
施
設
を

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

そ
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う

に
動
い
て
生
徒
た
ち
を
支
え

た
か
を
具
体
的
な
事
例
を
通

し
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
三
つ
の
発
題
は
、
そ

れ
ぞ
れ
参
加
者
に
強
い
刺
激

を
与
え
る
も
の
で
し
た
。
発

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

25
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
東
北
学
院
大
学

▼
工
学
部
環
境
建
設
工
学
科

職
種
＝
建
築
構
造
学
分
野　

教
授
、
准
教
授
又
は
講
師　

１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎022-354-8705

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

▼
全
学
教
養
教
育
機
構

職
種
＝
英
語
教
育　
嘱
託
教

員
（
講
師
）　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
16
日

問
合
せ
＝
☎045-812-8211

▽
関
東
学
院
大
学

▼
情
報
学
部
（
26
年
開
設
予

定
）
＊
理
工
学
部
、
建
築
・

環
境
学
部
も
担
当
）

職
種
＝
英
語
科
目　
教
授
、

准
教
授
又
は
専
任
講
師　

１
名

採
用
予
定
日
＝
26
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
10
月
25
日

問
合
せ
＝
☎045-786-7860

▽
山
梨
英
和
大
学

▼
人
間
文
化
学
部
人
間
文
化

学
科

職
種
＝
キ
リ
ス
ト
教
関
係
科

目
（
宗
教
主
任
）
教
授
、

准
教
授
又
は
専
任
講
師　

１
名

応
募
締
切
＝
11
月
11
日

問
合
せ
＝h.furuya@

yamanashi-eiwa.ac.jp

▽
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
①
国
語
科　
専
任
講

師　
若
干
名
②
数
学
科　

非
常
勤
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
①
11
月
29
日
②

12
月
13
日

問
合
せ
＝
☎027-381-0240

▽
立
教
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
数
学
科
、
情
報
科　

専
任
教
員
又
は
常
勤
講
師

各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
10
日

問
合
せ
＝
☎03-3247-0905

▽
女
子
聖
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
美
術
科　
非
常
勤
講

師　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
10
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-2277

▽
捜
真
女
学
校
中
学
部
・
高

等
学
部

職
種
＝
家
庭
科　
非
常
勤
教

員　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
13
日

問
合
せ
＝
☎045-491-3686

▽
横
浜
共
立
学
園
中
学
校
高

等
学
校

職
種
＝
国
語
科
、
数
学
科
、

英
語
科
、
家
庭
科　
専
任

教
諭　
各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
25
日

問
合
せ
＝
☎045-641-3785

▽
神
戸
女
学
院
中
学
部
・
高

等
学
部

職
種
＝
保
健
体
育
科　
非
常

勤
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8570

▽
広
島
女
学
院
中
学
高
等
学

校職
種
＝
地
歴
公
民
科　
専
任

教
諭
又
は
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
18
日

問
合
せ
＝
☎082-228-4131

▽
関
東
学
院
六
浦
小
学
校

職
種
＝
小
学
校
教
諭
（
契
約

教
諭
）　
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
30
日

問
合
せ
＝
☎045-701-8285

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

▼
文
学
部

職
種
＝
嘱
託
副
手　
１
名

採
用
予
定
日
＝
12
月
１
日

応
募
締
切
＝
10
月
18
日

問
合
せ
＝
☎045-812-8211

▽
（
学
）
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

職
種
＝
専
任
事
務
職
員　
若

干
名

採
用
予
定
日
＝
25
年
１
月
１

日
応
募
締
切
＝
10
月
17
日

問
合
せ
＝
☎045-662-4512

▽
（
学
）
横
浜
英
和
学
院

職
種
＝
常
勤
事
務
職
員
（
施

設
・
経
理
担
当
）
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎045-731-1901

▽
（
学
）
西
南
学
院

職
種
＝
①
事
務
局
専
任
職
員

（
既
卒
）
若
干
名
②
事
務

局
契
約
職
員
（
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
）
１
名

応
募
締
切
＝
①
10
月
27
日
②

10
月
28
日

問
合
せ
＝
☎
①092-823-

3734　
②092-823-3217

（
３
面
に
つ
づ
く
）

発
題
・
吉
田
慎
吾
氏

全
体
会　

中
島
昭
子
氏　

小
野
慈
美
氏　

発題発題
� （節目研修）� （節目研修）
第11回中堅教員リトリート第11回中堅教員リトリート

「変わらないものと変わりゆくもののはざまで」「変わらないものと変わりゆくもののはざまで」

磯貝曉成氏

関東地区関東地区 第66回新任教員研修会 第66回新任教員研修会
「キリスト教学校に勤めるということとは「キリスト教学校に勤めるということとは
� ―� ―見えるものと見えないもの、外なる人と内なる人見えるものと見えないもの、外なる人と内なる人――」」

関
西
地
区

関
西
地
区

第第
6666
回
夏
期
研
修
会

回
夏
期
研
修
会

発
題
発
題  「
わ
た
し
た
ち
の
取
り
組
み

「
わ
た
し
た
ち
の
取
り
組
み

��

～
様
々
な
課
題
を
持
つ
学
生
・
生
徒
の
支
援
～

～
様
々
な
課
題
を
持
つ
学
生
・
生
徒
の
支
援
～
」」
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聖
書
科
研
究
集
会

聖
書
科
研
究
集
会

「
聖
書
の
現
代
的
解
釈
と
理
解
」

「
聖
書
の
現
代
的
解
釈
と
理
解
」

関
東
地
区

関
東
地
区

丸
目
陽
子
氏　

Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
見
学　

遠
山
健
吾
氏　

大
切
畑
地
区
を
歩
く　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

題
後
、
参
加
者
は
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
発
題

の
内
容
を
受
け
て
活
発
な
議

論
を
行
い
ま
し
た
。
二
日
目

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間

に
は
全
体
的
な
質
疑
応
答
の

中
で
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
分
か
ち
合
い
の
中

で
熱
い
思
い
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
閉
会
礼
拝
で
は
、
同

志
社
女
子
中
高
の
聖
書
科
・

生
田
香
緒
里
実
行
委
員
か
ら

「
共
に
生
き
る
」
と
題
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
研
修
会
の
中
身

は
、
同
盟
の
関
係
者
か
ら
直

接
実
状
を
伺
う
も
の
で
し

た
。
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
も
発
題
者
も
し
く
は
発
題

の
関
係
者
が
参
加
し
て
、
発

題
中
に
は
聞
け
な
か
っ
た
成

果
、
事
情
や
課
題
を
よ
り
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
具
体
的
で
密
度
の
高
い

研
修
会
で
し
た
。

�

李 

元
重

〈
同
志
社
大
学
キ
リ
ス
ト
教

文
化
セ
ン
タ
ー
、
夏
期
研
修

会
実
行
委
員
〉

◇　
◇　
◇　
◇

〔
参
加
者
の
声
か
ら
〕

〇
事
例
と
、
そ
れ
に
対
す
る

対
応
や
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
で

き
た
の
が
良
か
っ
た
。

〇
大
学
に
も
配
慮
申
請
を
す

る
学
生
が
多
く
、
大
学
進
学

前
の
中
高
の
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

〇
学
内
だ
け
で
解
決
す
る
の

で
は
な
く
、
社
会
的
資
源
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
連
携
し
て

い
く
大
切
さ
を
感
じ
た
。

〇
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に

勤
め
る
者
と
し
て
、
そ
の
価

値
観
や
核
と
な
る
部
分
に
触

れ
て
二
日
間
を
過
ご
せ
た
。

〇
高
大
連
携
の
観
点
か
ら
、

学
生
支
援
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

ら
れ
た
。

〇
普
段
は
勤
務
校
の
方
針
を

基
に
過
ご
し
て
い
る
が
、
他

校
の
様
々
な
試
み
を
知
っ
て

新
し
い
視
野
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
熊
本

地
震
か
ら
復
興
を
果
た
そ
う

と
す
る
現
場
へ
改
め
て
赴

き
、
体
験
か
ら
の
学
び
を
目

的
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
度
か
ら
の
構
想

で
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

と
し
て
２
０
２
０
年
７
月
豪

雨
の
被
災
地
、
球
磨
村
で
の

研
修
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

込
み
、
気
候
変
動
に
よ
る
風

水
害
に
つ
い
て
も
考
え
る
企

画
と
し
ま
し
た
。（
８
月
９

日
に
参
加
者
12
名
で
実
施
）

　
以
下
は
、
全
国
か
ら
の
参

加
者
・
ス
タ
ッ
フ
29
名
で
開

催
し
た
８
月
７
日
（
水
）
と

８
日
（
木
）
の
報
告
で
す
。

　
８
月
７
日
の
会
場
は
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
も
考
慮
し

て
、
２
０
２
１
年
に
完
成
し

た
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
本
館
／
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
し
ま
し
た
。
熊
本

地
震
の
教
訓
か
ら
、
こ
の
建

物
に
は
防
災
設
備
が
備
え
ら

れ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
一

時
的
に
１
０
０
～
２
０
０
人

程
度
を
収
容
で
き
ま
す
。

　
研
修
は
実
行
委
員
で
も
あ

る
坪
井
智
司
祭
（
松
蔭
中
学

校
・
高
等
学
校
チ
ャ
プ
レ

ン
）
に
よ
る
祈
り
と
阪
神
淡

路
大
震
災
の
体
験
か
ら
「
神

さ
ま
に
よ
っ
て
災
害
か
ら
学

ぶ
よ
う
楔
を
打
た
れ
た
」
と

い
う
説
教
の
開
会
礼
拝
、
開

催
校
で
あ
る
九
州
ル
ー
テ
ル

学
院
光
永
尚
生
院
長
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
講
演
は
公
益
財
団
法
人
熊

本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
丸
目
陽
子
氏

に
よ
る
『「
避
難
所
運
営
の

実
際
」
～
２
０
１
６
年
熊
本

地
震
・
２
０
２
０
年
豪
雨
災

害
～
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
し

た
。
丸
目
氏
は
２
０
１
６
年

４
月
～
10
月
ま
で
益
城
町
体

育
館
、
２
０
２
０
年
７
月
～

10
月
ま
で
旧
多
良
木
高
校
に

て
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運

営
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
の
経
験
を
通
じ
て
、
被
災

者
や
支
援
者
に
寄
り
添
う
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
具
体
的

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
復
興
中
の
熊
本

城
が
見
え
る
会
場
に
移
動

し
、
馬
刺
し
な
ど
の
郷
土
料

理
を
堪
能
し
な
が
ら
有
意
義

な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
８
日
は
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス

で
益
城
町
に
移
動
、
益
城
町

社
会
福
祉
協
議
会
で
熊
本
地

震
、
熊
本
県
社
会
福
祉
士
会

災
害
支
援
委
員
会
で
豪
雨
災

害
の
支
援
に
携
わ
っ
た
遠
山

健
吾
氏
に
講
話
と
震
災
遺
構

谷
川
断
層
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西

原
村
に
移
動
し
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
り
西
原

村
に
移
り
住
ん
だ
吉
丸
和
男

氏
の
案
内
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
大
切
畑
地
区
を
徒
歩

で
見
学
、
そ
の
後
同
地
区
老

人
会
の
方
た
ち
か
ら
地
震
当

時
の
お
話
を
聞
く
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
南
阿
蘇
の
東
海

大
学
跡
地
に
で
き
た
熊
本
地

震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｉ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
、
阿
蘇
大
橋
崩
落
現

場
を
見
学
し
16
時
半
ご
ろ
熊

本
駅
に
て
解
散
し
ま
し
た
。

　
最
高
気
温
38
度
の
暑
さ
の

中
歩
数
計
は
１
万
歩
を
軽
く

超
え
て
い
ま
し
た
。
熊
本
ほ

ど
の
暑
さ
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
同
じ
時
間

に
、
能
登
半
島
で
は
被
災
さ

れ
た
方
や
復
興
に
向
け
て
汗

を
流
し
て
い
る
方
が
い
る
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
台
風
接
近
の
た

め
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
、
無

事
に
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。

�

西 

章
男

〈
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大

学
、
全
国
災
害
支
援
連
絡
会

議
実
行
委
員
長
〉

　
８
月
16
日
（
金
）、
関
東

地
区
聖
書
科
研
究
集
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

当
初
は
横
浜
共
立
学
園
中
学

校
高
等
学
校
を
会
場
に
対
面

で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
台

風
７
号
の
影
響
に
よ
り
急

遽
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
横

浜
海
岸
教
会
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

配
信
に
て
開
催
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
開
会
祈
祷
・
講
演
・
質

疑
応
答
・
閉
会
祈
祷
と
し
、

約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
日
髙
嘉
彦
チ
ャ
プ

レ
ン
（
北
星
学
園
大
学
）、

講
演
題
は
「
聖
書
の
現
代
的

解
釈
と
理
解
」
で
し
た
。
講

演
の
前
半
で
は
「
聖
書
の
伝

統
的
な
解
釈
と
現
代
的
解
釈

の
違
い
は
何
か
」「
な
ぜ
現

代
の
社
会
や
文
化
の
中
で
新

た
な
解
釈
が
必
要
と
さ
れ
る

の
か
」
と
の
問
い
が
中
心
と

な
り
、
後
半
で
は
創
世
記
１

章
・
２
章
の
創
造
物
語
か

ら
、
現
代
を
取
り
巻
く
環
境

問
題
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮

し
た
視
点
で
の
聖
書
解
釈
に

つ
い
て
の
考
察
を
伺
い
ま
し

た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

従
来
の
よ
う
に
歴
史
批
評
的

に
聖
書
を
解
釈
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
限
界
点
を
認

識
し
、
解
釈
の
手
法
の
幅
を

広
げ
る
重
要
性
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
、
レ
ビ
記
の
様
々
な

タ
ブ
ー
に
つ
い
て
、
聖
書
学

だ
け
で
解
釈
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
が
、
文
化
人
類
学
的

な
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
新
た
な
視
座
が
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
「
聖
書
学
×
心
理

学
」「
聖
書
学
×
文
芸
学
」

な
ど
、
様
々
な
解
釈
の
手
法

を
用
い
る
こ
と
で
よ
り
深
く

聖
書
を
理
解
で
き
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
の
レ
ジ
ュ
メ

に
は
「
聖
書
は
神
に
つ
い
て

の
多
種
多
様
な
証
言
集
（
多

声
性
）」
と
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
年
の
聖
書
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
男
性
目
線
で

の
聖
書
解
釈
に
限
定
さ
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
聖
書
の
時
代
以
来
、
ユ

ダ
ヤ
人
も
ギ
リ
シ
ア
人
も
、

奴
隷
も
自
由
な
身
分
の
者

も
、
男
も
女
も
、
様
々
な
人

々
が
聖
書
に
救
い
を
求
め
、

聖
書
は
実
際
に
そ
の
願
い
に

応
え
て
き
た
歴
史
と
実
績
が

あ
り
ま
す
。
現
代
で
は
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
他
、

読
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
多
様
性
に
富
む
時
代
と
な

っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を

意
識
し
つ
つ
、
聖
書
の
証
言

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
必
要

性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
日
々
の
授
業
の
中
で
多

種
多
様
な
背
景
を
も
っ
た
生

徒
た
ち
と
向
き
合
う
た
め
に

も
、
一
人
ひ
と
り
の
声
に
聴

き
、
聖
書
を
共
に
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

久
保
哲
哉

〈
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
チ
ャ
プ
レ
ン
、
聖
書
科
研

究
集
会
実
行
委
員
〉

◇　
◇　
◇　
◇

〔
参
加
者
の
声
か
ら
〕

〇
授
業
で
生
徒
た
ち
に
伝
え

る
に
は
、
同
じ
聖
書
箇
所
で

あ
っ
た
と
し
て
も
常
に
新
し

く
知
る
、
ま
た
他
の
視
点
か

ら
読
ん
で
み
る
姿
勢
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

〇
ユ
ダ
ヤ
教
の
創
世
記
の
読

み
方
が
新
鮮
で
、
創
世
記
の

読
み
方
に
新
し
い
光
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。

〇
学
校
で
は
日
々
の
業
務
に

追
わ
れ
、
じ
っ
く
り
注
解
書

を
読
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
す

る
時
間
が
取
れ
ず
に
い
ま
し

た
が
、
自
分
自
身
の
学
び
の

必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

〇
（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り
）

今
日
の
学
び
を
シ
ェ
ア
し
た

り
、
グ
ル
ー
プ
で
互
い
の
考

え
を
出
し
て
聞
き
合
い
揉
ん

だ
り
し
て
、
礼
拝
の
話
や
授

業
の
教
案
作
り
ま
で
出
来
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

聖書のことば

北川　善也

滅びない言葉

　「天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びな
い。」� （マルコによる福音書１３章２８～３１節）

　少しずつしのぎやすくなり、秋の訪れを肌で感じ
ます。葉が落ちていく街路樹を見て寂しさを覚える
季節を迎えようとしています。そんな街路樹は葉を
落とし切っても内部で着々と準備をし、枝々に蕾が
芽生え始めたら、春到来のしるしであるということ
をわたしたちは知っています。
　主イエスは、木々の変化によって季節を知るとい
う一般常識を語りながら、様々な出来事に翻弄され
つつ生きるわたしたちに対して、本当に大切なこと
を忘れていないかと問いかけられます。
　目に見える世界は、刻一刻と移り変わります。わ
たしたちを取り囲むものの中で、何一つとして変わ
らないものはありません。樹齢何千年という木だっ
て永遠に生き長らえるわけではなく、時の経過と共
に朽ち果てていきます。そのような樹木になぞらえ
て、主イエスはわたしたちの命の問題を語られま
す。

　今という時を謳歌しているわたしたちも、いつか
必ず命の終わりを迎えます。わたしたちの回りに存
在するすべては、時の経過と共に衰え、劣化してい
きます。しかし、主イエスは、時がどんなに移り変
わろうとも残り続けるものがある、それは御自分の
御言葉である、と言われます。
　真に力ある主イエスの御言葉は、わたしたちを内
側から、根本から新しくする命の源です。それゆ
え、主イエスがお語りになる「互いに愛し合いなさ
い」という命の御言葉は、個人としての人間を造り
変えるだけでなく、人間社会全体を造り変えていく
のです。
　どんなに世の中が揺れ動こうとも、人間存在の基
盤が根こそぎ崩れ去るような出来事が起ころうと
も、それですべてが終わりになるのではない。「互
いに愛し合いなさい」という御言葉を受け取ったわ
たしたちの中に芽生え始めた愛の力を、主イエスは
信頼し、「わたしの言葉はあなたがたの中で決して
滅びない」と絶えず語りかけ、励まし続けてくださ
います。� 〈学校法人明治学院・学院牧師〉

第9回全国災害支援連絡会議第9回全国災害支援連絡会議
熊本地震・2020年7月豪雨災害の熊本地震・2020年7月豪雨災害の
被災地・被災者・支援者から学ぶ被災地・被災者・支援者から学ぶ

日髙嘉彦氏

熊本地震震災ミュージアムKIOKUの中庭で
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第
４
回
「
教
員
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
合
宿
」（
教
育
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員

会
）
が
、
８
月
19
日（
月
）～

21
日（
水
）の
２
泊
３
日
、
奈

良
県
天
川
村
洞
川
温
泉
あ
た

ら
し
や
旅
館
に
於
い
て
、
参

加
者
・
講
師
等
14
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
近
鉄
吉
野
線

下
市
口
駅
か
ら
バ
ス
で
１
時

間
20
分
、
標
高
８
２
０
ｍ
の

場
所
で
あ
り
、
旅
館
に
入
っ

て
、
畳
に
座
る
と
「
涼
し
い

で
す
ね
」「
久
し
ぶ
り
に
こ

ん
な
に
気
持
ち
の
よ
い
風
を

感
じ
る
」
と
い
う
参
加
者
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

窓
か
ら
見
え
る
木
々
の
緑

色
、
そ
ば
を
流
れ
る
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
心
地
よ
い
。

　
開
会
礼
拝
で
は
、
集
ま
っ

た
一
人
ひ
と
り
が
同
盟
加
盟

校
に
勤
め
る
者
と
し
て
仲
間

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。そ
の
後
、＂
わ
た
し
の
お

気
に
入
り
＂
を
語
り
な
が
ら

自
己
紹
介
を
す
る
「
出
会
い

の
時
」
を
持
ち
、
交
わ
り
が

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
水
口
洋
先
生

（
日
本
聾
話
学
校
理
事
長
、

玉
川
聖
学
院
理
事
）
に
よ
る

発
題
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

Ⅰ
「
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
た
め
に
」、
Ⅱ
「
教

師
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
た

め
に
～
人
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
～
」
の
各
発
題
後
に

は
、
振
り
返
り
と
静
ま
り
の

と
き
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

心
落
ち
着
く
場
所
で
沈
黙
の

時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
立
ち

止
ま
っ
た
こ
と
で
や
っ
と
見

え
た
こ
と
、
聞
こ
え
た
声
が

あ
り
、
ま
た
、
振
り
返
る
こ

と
で
、
前
を
向
く
こ
と
が
で

き
、
新
た
な
力
を
得
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
建
学
の
精
神
や
ス
ク
ー

ル
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
考

え
、
先
人
と
の
対
話
、
そ
し

て
祈
り
に
導
か
れ
た
の
は
私

だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
自
分
自
身
が
ほ

ぐ
さ
れ
て
い
き
、
生
徒
た
ち

の
顔
が
次
々
と
頭
に
浮
か

び
、
行
動
し
よ
う
と
決
意
で

き
ま
し
た
。

　
静
ま
り
の
後
、
互
い
の
意

見
を
聞
き
合
う
「
分
か
ち
あ

い
」の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

水
口
先
生
の
発
題
に
あ
っ
た

「
一
人
で
あ
る
こ
と
と
共
に

い
る
こ
と
」
が
合
宿
で
実
現

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
お
い
し
い
水
を

汲
み
に
外
へ
出
る
、
散
策

（
ハ
イ
キ
ン
グ
）
を
し
な
が

ら
様
々
な
話
を
す
る
、
部
屋

か
ら
見
え
る
風
景
や
音
を
堪

能
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
す
る

な
ど
思
い
思
い
の
時
間
を
過

ご
し
、
ま
た
二
宮
一
美
先
生

（「
く
る
み
心
理
オ
フ
ィ

ス
」
代
表
、
元
関
西
学
院
高

中
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に
よ

る
声
掛
け
や
い
く
つ
か
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
さ
ら
に

心
と
体
の
両
方
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
ま
と
め
と

閉
会
礼
拝
（
長
谷
川
洋
一
実

行
委
員
長
／
大
阪
女
学
院
理

事
長
）
を
も
っ
て
、「
ま
た

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
日
常
生
活
に
戻

り
、
自
分
の
調
子
が
い
い
と

実
感
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
勤
務
校
の
ロ
ビ
ー
に
は
、

華
道
部
員
が
季
節
の
花
を
活

け
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
こ

の
小
さ
な
空
間
は
校
内
で
自

然
と
向
き
合
う
こ
と
の
で
き

る
場
所
で
す
。
立
ち
止
ま
っ

て
花
を
見
る
時
、
愛
を
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
、
研
修
で
出

会
っ
た
仲
間
を
想
い
な
が
ら

新
た
に
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

�

中
田
路
実

〈
金
城
学
院
高
等
学
校
、
教

員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
実
行

委
員
〉

　
関
西
学
院
初
等
部
の
一
日

は
礼
拝
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

毎
朝
、
児
童
・
教
職
員
５
７

０
名
が
チ
ャ
ペ
ル
に
集
い
、

賛
美
と
祈
り
を
合
わ
せ
、
聖

書
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾

け
る
時
間
は
、
子
ど
も
た

ち
、
教
職
員
に
と
っ
て
最
も

大
切
な
時
間
で
す
。

　
こ
の
礼
拝
が
子
ど
も
た
ち

の
「
奉
仕
」
の
源
と
な
り
、

そ
こ
で
聴
き
、考
え
、
感
じ
、

祈
っ
た
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
の
歩
み
や
具
体
的
な
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
元
日
に
起
こ
っ
た

能
登
半
島
地
震
の
後
、
３
学

期
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
募
金

の
呼
び
か
け
が
始
ま
り
ま
し

た
。
１
月
16
日
～
18
日
の
３

日
間
、
宗
教
委
員
会
の
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
募
金
活
動

が
行
わ
れ
、
保
護
者
の
協
力

も
あ
り
、
３
日
間
で
６
１

５
，
３
６
１
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
報
道
で
被
災
地
の
状
況
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
頻
度
が
減

少
す
る
中
、
朝
の
全
校
礼

拝
、
ク
ラ
ス
で
の
昼
礼
、
終

礼
で
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
の
方
々
の
た
め
に
祈
ら
な

い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は

じ
め
、
世
界
中
で
続
く
戦
争

の
被
災
者
の
方
々
の
た
め
に

も
、
子
ど
も
た
ち
が
チ
ャ
ペ

ル
礼
拝
や
各
ク
ラ
ス
の
礼
拝

で
自
主
的
に
祈
る
姿
に
、
深

い
尊
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
被
災

地
の
情
報
が
減
少
し
、
多
く

の
人
の
記
憶
か
ら
被
災
者
の

方
々
の
こ
と
は
薄
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
被
災
者
の
方

々
の
た
め
に
祈
り
続
け
る
こ

と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。

　
今
年
７
月
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
者
支
援
の
た
め
、

２
回
目
の
募
金
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
福
祉
委
員
会
の

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
実
施

さ
れ
、
３
６
０
，
４
０
１
円

が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
半
年

間
続
け
て
き
た
祈
り
の
具
現

化
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
募
金
活
動
を
行
い
、
多
く

の
支
援
金
を
集
め
る
こ
と
に

は
大
切
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
苦
し

ん
で
い
る
人
た
ち
の
心
に
少

し
で
も
寄
り
添
い
、
祈
り
続

け
る
こ
と
こ
そ
が
、
キ
リ
ス

ト
教
主
義
学
校
に
お
け
る
も

っ
と
も
大
切
な
子
ど
も
た
ち

の
奉
仕
の
業
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
「
祈
り
続
け
る
」
こ
と

は
、「
忘
れ
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
以
前
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
の
方
々
の

た
め
に
募
金
活
動
や
救
援
物

資
の
送
付
を
行
っ
た
際
、
子

ど
も
た
ち
は
南
三
陸
町
の
小

学
生
た
ち
に
手
紙
を
書
き
ま

し
た
。
３
年
生
の
子
ど
も
が

手
紙
に
記
し
た
一
文
が
、
今

で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　
「
ぼ
く
は
お
祈
り
を
し

て
、
皆
さ
ん
の
そ
ば
に
い
ま

す
」。

　
子
ど
も
か
ら
、
祈
り
の
本

質
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で

は
、
ど
の
学
校
も
祈
り
を
大

切
に
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
日
々
、

自
分
や
仲
間
、
家
族
、
学

校
、
地
域
の
人
々
、
社
会
の

様
々
な
人
々
、
特
に
困
難
に

直
面
し
て
い
る
人
た
ち
の
た

め
に
祈
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
形
で
そ
の
祈

り
が
叶
え
ら
れ
る

の
か
、
そ
れ
は
私

た
ち
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
祈
り
が

叶
え
ら
れ
な
い
と

感
じ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
確

か
な
の
は
、
祈
る

子
ど
も
た
ち
自
身

が
確
実
に
変
化
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

祈
り
を
通
し
て
、
誰
か
の
苦

し
み
を
忘
れ
ず
、
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
心
に

留
め
続
け
る
。
そ
の
こ
と
が

次
の
「
奉
仕
」
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
す
。

�

福
万
広
信

�

〈
関
西
学
院
初
等
部
長
〉

　
９
月
も
半
ば
を
過
ぎ
て
夜

の
帰
り
道
、
涼
風
と
コ
オ
ロ

ギ
の
声
に
よ
う
や
く
秋
を
感

じ
ま
し
た
。
し
か
し
衣
替
え

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
曖
昧
な
昨

今
、
服
装
選
び
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
天
候
が
変
わ
り
や

す
く
気
温
差
の
大
き
い
時

季
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
全
国
研
修
会
で
は
各
地
の

会
場
校
を
訪
ね
ま
す
。
通
学

路
の
街
並
、
そ
し
て
正
門
、

校
舎
、
礼
拝
堂
、
植
栽
等

々
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
豊
か

な
伝
統
と
校
風
が
満
ち
て
い

ま
す
。
事
務
室
の
親
切
な
応

対
や
生
徒
の
自
然
な
挨
拶
は

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
共
通
し

て
い
ま
す
。
今
夏
も
多
く
の

出
会
い
、
学
び
と
気
づ
き
に

感
謝
で
す
。�

事
務
局
長

＜行事予定＞
※予定は状況により変わることがあります。

11／１～２　第66回学校代表者協議会
� （啓明学院中学校・高等学校）
　　　　９　�第10回キリスト教看護教育�

推進会議� （活水女子大学）
　　　　30　�キリスト教学校教育懇談会�

第22回講演会�（オンライン）
2025年
１／17～18　第67回小学校代表者研修会
� （北陸学院小学校）
６／13～14　第113回定時総会
� （北星学園大学）

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

Ｑ.聖書が言う「エゴサ」って？

沖 崎   学
金城学院高等学校
宗教主事（ ）

　信仰の父と呼ばれた、アブラハムさん。そ
のアブラハムさんと結婚したのが、サラさ
ん。アブラハムさんが７５歳のときに、「カナ
ンの地に向かえ！」と神さまは仰る。砂漠を
迂回して行ったら、カナンまでは２０００キロも
離れています。ざっと、北海道から沖縄ま
で。しかし、アブラハムさんは、その地へと
出発します。６５歳のサラさんも、です。アブ
ラハムさんもスゴいけど、サラさんもスゴ
い。こんな２人ですから、「どんな試練困難
も、夫婦、力合わせ、神さまへの信仰をパワ
ーにして、人生という旅路を続けた」と言い
たい。が、そんなことなく、むしろ、逆で。
私たちと、さほど変わらないんです。「も
う、どうにもならない」というところで、い
つも神さまの出番。神さまの愛の介入がなか
ったら、すぐにも終わってしまう旅路です。
　毎回、２人にとって、これ以上ない解決策
で、神さまは働いてくださるんです。そんな
２人に、とっておきの大きな愛を、神さま、
ご用意してくださっていました。アブラハム
さん１００歳、サラさん９０歳のとき。２人は、
「あなた方に、子どもが与えられる！」との
神さまの言葉を聞くんです。それまで、子ど
もが与えられてなかった２人にとって、予想
もしない、あり得ない、嬉しい言葉。２人の

人生への愛の介入です。しかし、サラさん
は、こともあろうに、「笑う」んです。嘲笑
です。馬鹿にして笑ったんです。意地悪で、
冷たい「笑い」です。実に、サラさんだけで
なく、アブラハムさんまでも、「笑う」んで
す。でも、神さまは、そんな２人の「笑い」
を打ち破るんです。その翌年、約束通り男の
子が与えられます。
　それも、神さまは、「その子をイサクと名
付けよ！」と言うんです。「イサク」とは
「笑い」って意味。エモいでしょ。２人の嘲
笑に代えて、神さまは「イサク」を通して、
本当の「笑い」を２人に手渡されるんです。
2人の冷たい「笑い」を、温かな、感謝溢れ
る「笑い」にしてくださる。２人にだけでな
く、神さまは、私たちの人生のあらゆる場面
にも愛の介入をしてくれています。私たち
が、冷たい、意地悪な「笑い」なんかでな
く、温かで、感謝に溢れる「笑い」に、いつ
も生きるためです。ぜひ、エゴサ（自己検
索）してみてください。「〇〇（自分の名
前）の人生　スペース　神さまの愛」と検索
バーに入力してみるのです。神さまの愛の介
入は、「あのときも？」、「このときも！」
と、日々、びっくりするほど、ヒットしま
す。� （創世記１８、２１章より）

募
金
活
動
　

水
口
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氏
　

清
流
の
里
の
洞
川
温
泉

チ
ャ
ペ
ル
で
の
祈
り
　

教
室
で
の
祈
り
　

「立ち止まって「立ち止まって
� 見つめなおそう」� 見つめなおそう」

第4回第4回
教員リフレッシュ合宿教員リフレッシュ合宿祈りから奉仕へ祈りから奉仕へ

関西学院初等部関西学院初等部

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

車座になって語り合う

古切手回収（関西学院大学の
学生との共同作業）


